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計画力を身につける

皆さんは定期テストを受けたり、資格試験にチャレンジする時に、予め先の計

画を立てて勉強をしていますか。少なからぬ人は、定期テストはぶっつけ本番、資格試験も直前にち

ょっと問題集をながめる程度となっていませんか。これでは試験が出来るわけがありません。例えば

危険物取扱者試験を受ける場合でも、試験日直前までの計画を立てて、事前に勉強をみっちりしなく

ては受からないでしょう。難関校と呼ばれる大学受験に取り組んでいる、皆さんの中学時代の同級生

等は、高校 1年時より長期的計画を立てて地道に受験勉強をし、今最後の追い込みに必死となってい
るでしょう。

何かを成し遂げる為には学力とか能力もさることながら、先を見通し長期的計画を立て、それを地

道に実行できる力を身につけていないと、期待した成果を得ることは出来ません。アリとキリギリス

のたとえ話のように、日々計画性もなく行き当たりばったりのその日暮らしをしているだけではダメ

です。目標の大きさに恐れを成しそこから逃げれば何も成せません。目標とするものが大きければ大

きいほど、事前にしっかり計画を立てそれに基づいて一歩一歩ことをこなしていけば、目標も達成す

ることが出来るでしょう。

皆さんの多くはこうした計画を立てて物事をこなす経験が少ないかもしれませんが、どこかでこう

した計画力を身につけて欲しいものです。それが身につかないと、今後の人生の中で大きな進歩は望

めなくなります。

逃がした魚は本当に大きかったか？

人生の中で何かをし損じた時に、いつまでもそのことにこだわり後悔の念

を持ち続けるということがありがちです。人はよく「逃した魚は大きっかった」と思いがちです。し

かし本当に大きかったのか、逃したからなおのこと実際より大きく感じられただけかもしれません。

過去の失敗にこだわり続けても、もはや過去を変えることは出来ません。これから変えられるのは

未来だけです。「過去を悔いるよりも、未来の悔いを作らない為にも今を精一杯生きる」方が大切で

しょう。

皆さんのこれからの長い人生の中で、失敗は何回か

経験するでしょう。そのたびに悔いも残るかもしれま

せん。そのたびに未来に生かす反省は必要ですが、し

かし常に未来志向で生きたいものです。
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